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日本文化財科学会評議委員

兵庫県丹波市文化財審議委員、
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古墳時代手工業生産の展開、韓国窯業生産史の調査、歴史（遺跡）博物館の動向

現在の専門分野

1978年３月　奈良大学文学部史学科　卒業

文学士

日本考古学、博物館学

取得学位

所属学会 日本考古学協会、日本文化財科学会、考古学研究会、日本エコミュージアム研究
会、日本ミュージアムマネージメント学会、全日本博物館学会、遺跡学会

最終学歴

研究課題

平成21年度は、20年度の在外研修（韓国、１年間）の成果を整理しつつ、引き続き日韓の

窯業遺跡について調査、資料収集を行う。再度、韓国に２回訪れて、資料調査を行った。

文学部教務委員会（委員長）、就職委員会、考古学研究会顧問



①

① 馬韓・百済の土器
窯と日本須恵器窯
の比較研究

単

①

① シルクロード友の
会
斑鳩町

2010年2月 韓国三国時代の馬韓・百済のの
窯跡・窯業生産の特色を整理
し、日本の窯跡および須恵器生
産との比較研究を行った。日本
の須恵器生産の始まりは馬韓と
加耶の影響を再確認した。
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百済研究第51輯　韓
国・忠南大学校百済研
究所

発行所、発表雑誌等
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